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２
０
１
６
年
度
の
当
初

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
た

２
月
定
例
議
会
が
、
２
月

２
２
日
～
３
月
２
４
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
前
年
度
比
７
２
億
円
増

の
１
兆
３
０
８
８
億
円
。

出
会
い
の
場
の
創
出
、
子

育
て
支
援
、
人
口
減
少
に

対
応
す
る
た
め
の
移
住
・

定
住
対
策
、
人
工
知
能
活

用
な
ど
の
新
た
な
成
長
分

野
育
成
等
の
予
算
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。 

一
方
、
今
秋
の
知
事
選

も
絡
ん
で
、
原
発
再
稼
働

に
つ
い
て
や
、
福
祉
関
係

の
四
つ
の
計
画
が
未
策
定

だ
っ
た
こ
と
に
関
す
る
知
事
の

責
任
に
つ
い
て
な
ど
、
各
党
が
知

事
の
考
え
を
確
認
す

る
た
め
の
、
質
疑
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◇
原
発
再
稼
働
に 

関
す
る
答
弁 

こ
れ
ま
で
知
事
は

原
発
再
稼
働
に
つ
い

て
「
福
島
原
発
事
故
の

検
証
が
な
さ
れ
る
ま

で
は
、
再
稼
働
の
議
論

は
し
な
い
」
と
一
貫
し

て
答
え
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
１
２
月
定
例

議
会
で
私
は
、
「
再
稼

働
の
合
意
は
立
地
地

だ
け
で
な
く
、
災
害
対

策
を
講
じ
る
範
囲
の

自
治
体
に
は
、
求
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

質
し
ま
し
た
が
、「
再
稼
働
に

つ
い
て
、
手
続
き
も
含
め
て

議
論
し
な
い
」
と
い
う
答
弁

で
、
か
み
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
。 し

か
し
、
今
議
会
で
は
自

民
党
の
代
表
質
問
に
対
し
て

「
安
全
が
確
認
で
き
て
も
再

稼
働
の
議
論
は
で
き
な
い
と
は

言
っ
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
た
た
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め
、
多
く
の
議
員
は
「
こ
れ
ま
で

の
答
弁
と
は
違
う
の
で
は
な
い

か
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
や
議
員

の
立
場
で
、
再
々
知
事
の
考
え
を

確
か
め
る
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。 

 

規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
終

了
後
に
原
子
力
発
電
所
を
再
稼

働
さ
せ
る
場
合
に
は
、
地
元
自
治

体
（
こ
れ
ま
で
の
例
で
は
、
県
と

立
地
市
町
村
）
の
同
意
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
新
潟
県
知
事
の
考
え

は
非
常
に
重
要
で
す
。
各
議
員
の

質
問
に
対
す
る
知
事
の
答
弁
を

表
１
に
ま
と
め
ま
す
。 

新
聞
は
、
知
事
の
答
弁
を
「
玉

虫
色
」
な
ど
と
伝
え
て
い
ま
す
が
、 

こ
れ
ま
で
と
同
様
「
県
民
の
生
命
、

安
全
を
守
る
の
が
最
優
先
」
と
い

う
立
場
を
貫
い
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。 

 

 

２
０
１
６
年
度
事
業
の
中

で
、
地
方
創
生
関
係
の
取
組
体

系
は
表
２
に
示
し
た
と
お
り

で
す
。 

 

◎
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援 

全
国
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
、

２
０
１
４
年
で
１
６
．
３
％
と
過

去
最
高
と
な
り
、
６
人
に
一
人
の

子
ど
も
が
貧
困
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
親
世
帯
、
特
に

母
子
世
帯
の
年
収
は
低
い
傾
向

に
あ
り
、
県
内
調
査
で
は
母
子
世

帯
の
６
割
が
年
収
２
０
０
万
円

未
満
で
す
。 

新
年
度
予
算
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
国
家

資
格
取
得
支
援
が
拡
充
さ
れ
ま

す
。
ま
た
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
と

リ
ン
ク
さ
せ
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
低
所
得
世
帯
へ
の
県
奨
学

金
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
県
外
か
ら

転
入
す
る
際
の
引
越
費
用
や
就

職
準
備
金
を
支
援
す
る
な
ど
と

 

2016 年度 

計上された事業を 
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表１ 原発再稼働に関する知事答弁の要旨 
 

○自民党代表質問：原発立地地では商工業者が疲弊していること

や、電気料金の高騰など経済的負担が増している。これらを踏ま

え、柏崎刈羽原発再稼働の方向性は？ 

知事：再稼働の是非を判断する最大のメルクマール（指標・目印）

は安全かどうかということ。県民の生命、安全、財産を守ること

を最優先にすべき。その前提に立った上で安全が確認できても再

稼働の議論はしないとは、これまでも言っていない。 

 

○社会民主県民連合一般質問：福島第一原発事故の検証・総括が

なされない限り再稼働の議論はしないという、これまでの知事の

姿勢からニュアンスが変わったようにも受け止められる。 

知事：県民の生命、安全、財産を守ることを最優先に考え判断す

べき。福島原発事故の分析を踏まえて安全を確認しなければなら

ない。同じことを繰り返さないための検証と総括が不可欠という

考え方に変わりない。 

 

○共産党一般質問：原子力規制委員会の田中委員長でさえ「基準

を満たしたから安全とは言えない」と発言している新規制基準を

クリアしても再稼働すべきでないと考えるが、知事の所見は？ 

知事：安全確認をする際に、国際原子力機関の深層防護の、第４

層「過酷事故対策」、５層「過酷事故後の対策」について考慮する

必要がある。そのため、福島原発事故の検証と総括が必要である。 

表２ 

2016年度県予算における地方創生 

の取組の体系（抜粋） 
Ⅰ 人を育む 

～結婚・子育て支援・人づくり～ 

・「あなたの婚活」応援プロジェクト 

・少子化対策モデル事業 

・子ども医療費助成等交付金 

・年度途中待機児童解消モデル事業 

・ひとり親家庭への支援 

・県内大学生の県内定着促進事業  など 

 

Ⅱ 仕事を創る～産業振興・雇用創出～ 

・AI・IoT活用ビジネス創出事業 

・新潟の新しい米「新之助」デビュー戦略 

・企業誘致の促進 

・建設業活性化支援事業 

・介護ロボット導入支援事業    など 

 

Ⅲ 人に選ばれる 

～暮らしやすさ・定住促進～ 

・本県への U・Iターン促進 

 （ひとり親家庭などに県奨学金制度を拡

充、本県出身若者対象の東京での同窓会

等） 

・県央基幹病院整備推進費     など 

 

Ⅳ 地域をつなぐ～交流拡大・地域連携～ 

・新潟空港へのアクセス改善に向けた追加

調査 

・将来の欧州線定期化を目指して試行的な

チャーター便運航に関する調査 など 
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し
て
い
ま
す
。 

県
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
世
帯
は
世
帯
収
入
が
一
定
の

額
に
な
る
ま
で
無
期
限
に
返
済

を
猶
予
す
る
こ
と
や
、
入
学
時
の

無
利
子
の
一
時
金
を
新
設
す
る

な
ど
し
ま
す
。 

 

◎
県
内
大
学
生
の
県
内
定
着
を 

 

促
進
す
る
事
業 

４
，
８
５
０
万
円 

 

せ
っ
か
く
県
内
の
大
学
で
学

ん
で
も
、
卒
業
後
県
外
で
就
職
し

て
し
ま
う
学
生
も
多
く
い
ま
す
。

県
は
こ
れ
ま
で
、
学
生
の
流
出
を

食
い
止
め
る
た
め
、
県
内
企
業
へ

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
と

新
潟
の
企
業
を
知
る
た
め
の
講

座
を
開
催
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
モ
デ
ル
大
学

の
一
つ
が
、
当
市
の
新
潟
産
業
大

学
で
す
。
新
年
度
は
、
こ
の
取
組

を
県
内
の
全
て
の
大
学
に
広
げ
る

た
め
の
予
算
４
８
５
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。 

 

柏
崎
市
の
所
管
課
に
事
業
の

評
価
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ

「
同
事
業
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
市

外
の
大
学
卒
業
生
が
当
市
の
企

業
に
就
職
し
て
く
れ
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

昨
年
３
月
に
県
内
の
２
３
の

大
学
・
短
大
を
卒
業
し
就
職
し
た

４
８
６
３
人
の
若
者
の
う
ち
、
１

９
８
１
人
は
県
外
に
就
職
し
た

と
の
こ
と
。
新
潟
県
内
企
業
で
や

り
た
い
仕
事
が
見
つ
か
り
、
新
潟

に
住
ん
で
夢
を
実
現
し
て
く
れ

る
若
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

◎
「新
之
助
」デ
ビ
ュ
ー
戦
略 

推
進
事
業 

２
億
７
，
８
５
１
万
円 

 

「
新
之
助
」
は
、
非
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た

い
と
、
県
が
開
発
に
取
組
ん
で
き

た
新
品
種
で
す
。
５
０
０
種
類
の

交
配
に
よ
り
２
０
万
株
の
品
種

候
補
を
育
成
し
て
、
食
味
が
特
に

優
れ
た
株
を
探
し
出
す
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎
年

食
味
検
査
を
繰
り
返
し
な
が
ら

選
ば
れ
た
の
が
「
新
之
助
」。 

開
発
途
中
に
は
大
変
な
猛
暑
の

年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
品
質
は
落

ち
ず
、
高
温
に
も
強
い
こ
と
が
実

証
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
「
新
之
助
」
は
、
昨
年
十

月
か
ら
先
行
し
て
新
潟
市
内
や

東
京
の
数
店
の
ホ
テ
ル
・
料
亭
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い

よ
い
よ
、
２
０
１
７
年
に
は
一
般

デ
ビ
ュ
ー
。
今
年
は
試
験
栽
培
量

を
前
年
の
十
倍
の
５
０
０
ト
ン

に
増
や
し
、
栽
培
デ
ー
タ
を
集
め

て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
予
定
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

コ
メ
の
消
費
が
減
る
一
方
で
、

美
味
い
米
づ
く
り
の
産
地
間
競

争
は
強
ま
る
ば
か
り
。
新
潟
の

「
新
之
助
」
が
消
費
者
の
支
持
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し

た
戦
略
が
必
要
で
す
。 

      

                

 

            

2016 年４月発行                                          池田ちか子                   

 

障害者差別解消法が施行されます 

今年 4 月「障害者差別解消法」が施行されます。法は、

障害者であることを理由とする直接的な差別はもちろ

ん、障害者の権利のための必要な調整や配慮＝「合理的

配慮」（例えば筆談や読み上げなど）を行わないことも差

別に含まれることを明記しています。これまでに、法施

行前から条例を制定し、独自の取組を進めてきた自治体

もあり、新潟市は法施行と同時に条例を施行します。 

法施行に伴い、行政では職員が適切に対応できるよう

対応要領が策

定されるほか、

相談のための

体制整備や啓

発活動が行わ

れていきます。 

総務文教委員会で徳島県神山町 

を視察しました 
県議会総務文教委員会は、今年２月「地方創生」の先進

的な自治体である徳島県神山町を視察しました。 

               神山町は四国で初め              

て全戸に光ファイバ

ーを整備。都会より

も快適なネット環境

であることをセール

スポイントに、オフ

ィス誘致を呼びかけ

ました。結果、ＩＴ系

のベンチャー企業が 

サテライトオフィスを開設。多様なクリエーターが集っ 

たったことで、2011 年には人口増加に転じました。 

 いわゆる一般的な過疎の町に見える神山町で、このよ 

うな取組ができていることに驚きと感動を覚えました。 

 

 
先進地千葉県の所管課にうかがって話を聞く 

 
立地するサテライトオフィス 
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◇
必
要
病
床
数
は 

ど
う
決
ま
る
？ 

 

医
療
機
関
の
病
床
数
は
、
医
療

法
に
基
づ
き
各
都
道
府
県
が
策

定
す
る
医
療
計
画
で
決
め
ら
れ

ま
す
。
県
は
県
内
を
い
く
つ
か
の

二
次
医
療
圏
に
分
け
、
二
次
医
療

圏
ご
と
の
必
要
病
床
数
を
決
め

る
の
で
す
。 

 
新
潟
県
は
２
０
０
６
年
、
そ

れ
ま
で
１
３
あ
っ
た
二
次
医

療
圏
を
７
つ
に
改
編
し
た
た

め
、
広
域
化
し
ま
し
た
。
長
岡

市
と
同
じ
「
中
越
医
療
圏
」
に

入
る
柏
崎
刈
羽
は
、
一
見
、
医

療
供
給
体
制
は
良
い
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
長
岡
市
に
偏
在

し
て
い
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。 

 

◇
国
の
意
図 

 

地
域
医
療
構
想
は
、
病
床
機

能
を
高
度
急
性
期
・
急
性
期
・
回

復
期
・
慢
性
期
の
四
つ
の
区
分
に

分
け
て
、
二
次
医
療
圏
ご
と
の
必

要
病
床
数
を
決
め
さ
せ
る
も
の

で
す
。 

国
の
ね
ら
い
は
、
医
療
費
が
高

く
つ
く
高
度
医
療
に
偏
在
し
て

い
る
今
の
実
態
を
是
正
し
、
区
分

ご
と
の
病
床
数
を
圧
縮
し
て
、
結

果
的
に
現
在
入
院
し
て
い
る
患

者
を
、
在
宅
医
療
に
移
行
さ
せ
た

い
…
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
十
分

想
像
が
で
き
ま
す
。 

そ
う
な
ら
ば
、
県
が
策
定
し
よ

う
と
し
て
い
る
構
想
が
、
国
の
意

向
に
沿
っ
た
病
床
数
削
減
の
色

の
濃
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
点
が
心
配
で
す
。 

ま
た
医
療
構
想
は
、
医
療
機
関
・

訪
問
介
護
な
ど
の
在
宅
医
療
を

支
え
る
多
く
の
関
係
者
や
、
県
民

に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
見
切
り

発
車
で
は
な
く
、
十
分
な
合
意
形

成
が
必
要
で
す
。 

 

◇
「丁
寧
な
協
議
を
重
ね
る
」 

と
答
弁 

 

こ
の
質
問
に
対

し
て
、
知
事
及
び
保

健
福
祉
部
長
は
、 

 

「
構
想
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
病
床

数
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
を
前
提
と
す

る
の
で
は
な
く
、
保

健
医
療
関
係
者
等
と
丁
寧
な
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
の
医
療

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
切

な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
て

い
く
。」 

と
答
弁
し
ま
し
た
。
合
意
形
成

の
た
め
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 
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連
合
委
員
会
で
質
疑 

 
 
 

～
地
域
医
療
構
想
で
、
病
床
は
減
少
す
る
の
で
は
？
～ 

 

 
3 月 8 日の連合委員会で質疑 

 
答弁する泉田県知事 

 
新潟県女性議員の会として知事に要望書を提出 

新潟県女性議員の会 知事に政策要望 

 「新潟県女性議員の会」は、県内自治体の女性議員が組織す

る超党派の組織で、私は昨年から会長をつとめさせていただい

ています。１月 26 日、泉田県知事に要望書を手渡しました。

要望内容は、人口減少・医療・子育て・教育・農業など、会員か

ら意見を聴取し取りまとめたものです。 


